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の支援から防災教育支援というソフト面での支援に発展した。石巻市教育委員会の主催する学校安全対策研修に東北大学の協

力を得たことが契機となり、東北大学とSCJ、石巻市教育委員会との協力関係が生まれ、学校現場での大学とNPOとの協働による

防災教育プログラムの実践へとつながった。

対象校選定にあたっては、複数の小中学校の可能性を検酎したが、2012年4月の時点で、①総合的な学習の時間に新たに活

動を検討できる余地がある、②防災マップづくりに関心のある教員がいる、③今後の津波被災エリアでの展開を考えて校区内が

津波で被災しているが学校は再開できている地域等の条件を考慮した。最終的に、鹿妻小学校からプログラム実施の希望が示さ

れ、具体的な検討に入った。

震災以来、鹿妻小学校では子どもたちの心的ストレスが気になり、こども達が震災当時の作文を書いたり、当時を振り返るような

ことは一切せず、震災については触れないようにしていたという。2012年度には復興元年として前向きに被災した経験を活かし、

その経験を何かしらの形で記録していきたいと学校として考えていきたいということで、鹿妻小学校での具体的なプログラムの準

備検討に入った。学校側からは、①町内会が崩壊し、再建の見通しが立たないため、地域との連携が難しい、②実施したい気持

ちはあるが教員の準備負担の軽減を考えてもらいたい、③防災メインの防災マップ作成では子どもたちの精神面への影響が心配、

防災だけでなく地域の魅力を子どもたちの視点から発見するという、前向きな要素を全面に出したプログラムとしてほしい、 等の希

望があった。そこで、これら事情を踏まえて佐藤、村山等が震災前から開発と実践に取り組んでいた事前予防型の防災教育用の

実践プログラム（佐藤・村山ほか、2011)を復興教育用にアレンジした、「復興マップづくり」プログラムを実施することとなった。2012

年6月、まず鹿妻小学校の2年生(2クラス、52名）、3年生(2クラス49名）の行うまち歩き探検にSCJスタッフが子どもたちと学区

内を探検し、学区内の状況や子どもたちの反応を理解し、その後の復輿マップ作成プログラムの開発に役立てた。

2. 鹿妻小学校での「復興マップづくり」パイロット・プコグラムの実施

(1)鹿妻,j潟白校の被災状況

鹿妻小学校の開校は 1986年 4月 1日である。震災前における学区匂杉成する家庭は、古くからこの地域に住んでいる世帯、

新しく開発された宅地に住んでいる世帯、公営住宅に住んでいる世帯に分けられる。 北部には自然環境に恵まれた牧山丘陵を背

負い、東部には田園地帯が広がる。南・西部は石巻漁港に隣接する新興住宅地であった。

（出所：佐藤村山ほか，2013)

図— 1 石巻市立鹿妻小学校周辺地図

石巻市立鹿妻小学校は、石巻湾からの距離がわずか 1km程度で標高も低いことから（図—1) 、東日本大震災では学区全体が津

波による浸水被害を受けた。特に沿岸に近い南側のエリア（明和、鹿妻南、中道、栄田地区）が壊滅的な被害を受けた。学校は、

地震や津波による建物倒壊は免れたが、本稿校舎への浸水は床上 10センチほどあった。 市の指定避難所である学校には、地震

後、地域の住民が避難に訪れ、ピーク時には2000名近くに及んだという。学校は、新年度に入り4月21日、他校に間借りせずに

自力で学校を再開した。大震災による学区外通学児童は 80名、仮設住宅入居は 34名であり、多くの子どもたちが通学バスや保

護者の車での送迎で通学しており、本プログラムを実施するまでは学区内を歩く機会も減っていた。

(2)復興マップづくりプログラムの概要

鹿妻小学校での「復興マップづくり」の目的は、以下の3つになる。震災から 1年後に開始された本プログラムは、復興・防災教

育の第一歩として位置づけられている。
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図—2 に完成した復興マップの実例を示している。マップ作成に際し、特に配慮・エ夫した点は、 以下の諸点になる。

マップを作成したことのない子ども達がマップを作成するにあたり、最終完成図のイメージがつかめずに、何をして良いのか

わからなくなってしまう恐れがあったため、授業の際は毎回、作成例として、その授業の最終終着点となるマップのサンプル

を各教室に1つずつ用意し、掲示するようにした。

まち歩きのサポートに入った保護者への資料を用意し、子どもたちが事前に授業で行った内容を共有し、まち歩きのチェッ

クポイントを確認できるようにした。

授業のサポートに入るSCJのスタッフに当日の授業の流れがわかるような資料を用意し、授業前に確認するようにした。

マップづくりにあたっては、分類項目ごとに色を決めて、カラーシールや色紙を用いることで、カラフルなマップとなり、子ど

もたちが楽しい気持ちになる効果を期待した。シールの色と、情報カード（ポストイットの情報を清書したもの）の色を関係づ

けることで、マップ全体を見たときに、そのエリアの傾向（例：赤の多いエリアは子どもにとって危険な個所が多い等）がわか

るようにした。

シールと情報カードの分類項目ごとの色の設定を全グループで統一することで、12の復興マップを比較できるようにした。
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図ー2 復興マップの構成と解説

振り返りのワークシートから、子どもたちがまち歩きをした際の反応が伺える。ワークシートヘの記述は自由記述とし、主要な回答

結果は図—3 に示されている。 Qlのまち歩きをしたエリアに対する感想については、 怖かった (N=9) とする一方で、 楽しかった

(N=lO)との回答も同様に見られ、復興が進んでいることを確認する回答と、危険や不安に関する回答が混在する形で現れた。Q4

の鹿妻をどのような街にしたいかについては、「きれい」で「にぎやかな」まち、「笑顔で暮らせる」鹿妻への回帰をのぞむ回答が多

くを占めた。また、震災経験を受けてか「安全な」「危険な」「平和な」「助け合う」などの言葉を含むまちを希望する回答が多く見ら

れた。Q5の鹿妻の好きなところについては、自然がいっぱいあり、人情味あふれる人々が多く済み、にぎやかで元気な鹿妻を好

きとする回答となっている。
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